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▽
御
嵩
町
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
条
例

の
条
例
の
一
部
改
正

〔
賛
成
全
員
で
可
決
〕

条
例
の
補
償
基
礎
額

の
一
部
改
正
で
す
。

▽
御
嵩
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改

正〔
賛
成
全
員
で
可
決
〕

条
例
の
基
礎
課
税
額

の
算
定
か
ら
資
産
割
額

の
削
除
に
よ
る
改
正
で

す
。

▽
御
嵩
町
保
育
所
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

〔
賛
成
全
員
で
可
決
〕

民
営
化
に
と
も
な
い

御
嵩
保
育
所
の
名
称
と

位
置
が
条
例
か
ら
削
除

さ
れ
ま
す
。

施
行
は
平
成
二
十
年

四
月
一
日
か
ら
で
す
。

平
成
十
九
年
第
二
回
定
例
会
は
六
月
十
二
日
に
開
会
し
、
六
月
十

八
日
ま
で
の
七
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

提
出
案
件
は
、
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
及
び
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
計
五
件
、
追
加
議
案
と
し
て
人
事
案
件
一
件
が
上

程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
　
　
　
例

人
　
事
　
案
　
件

平成19年第２回定例会

教育長決まる！！
《教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて賛成全員により可決》

▽
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

〔
賛
成
全
員
で
可
決
〕

平
成
十
八
年
四
月
か

ら
空
席
と
な
っ
て
い
ま

し
た
、
教
育
長
後
任
の

任
命
に
つ
い
て
、
議
員

全
員
の
賛
成
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

教
育
長
に
丹
羽
一
仁
さ
ん
を
選
任

昨
年
の
四
月
か
ら
空
席
と
な
っ
て
い
ま
し

た
教
育
長
に
、
渡
辺
町
長
提
案
の
丹
羽
氏
を

議
員
全
員
の
賛
成
に
よ
る
、
教
育
委
員
会
委

員
の
同
意
を
受
け
、
六
月
二
十
二
日
の
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
丹
羽
教
育
長
の
就
任
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
二
年
三
ヵ
月
で
す

今
後
の
教
育
行
政
の
ご
活
躍
を
願
い
ま
す
。

（
氏
名
）

丹
羽

に

わ

一
仁

か
ず
ひ
と
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▽
平
成
十
九
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
一
億
六
千
八
百
十

六
万
一
千
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
五

十
九
億
七
千
百
十
六
万

一
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。こ

の
補
正
予
算
の
主

な
内
容
は
、
歳
入
で
は

財
政
調
整
基
金
繰
入

金
・
老
人
保
健
特
別
会

計
繰
入
金
・
臨
時
地
方

道
整
備
事
業
債
な
ど

で
、
歳
出
は
旧
顔
戸
保

育
所
新
築
工
事
並
び
に

設
計
監
理
委
託
費
・
国

道
二
十
一
号
バ
イ
パ
ス

の
用
地
購
入
費
な
ど
で

す
。

▽
平
成
十
九
年
度
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

〔
賛
成
全
員
で
可
決
〕

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
四
千
三
百
八
十
四

万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
十
八
億
二
千

九
百
八
十
四
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
予
算
の
主

な
内
容
は
、
歳
入
で
は

国
庫
支
出
金
・
県
支
出

金
な
ど
で
、
歳
出
は
一

般
会
計
へ
の
繰
出
金
・

償
還
金
で
す
。

【
議
長
報
告
】

▽
安
全
・
安
心
の
医
療

と
看
護
の
現
実
の
た

め
医
師
・
看
護
師
等

の
増
員
を
求
め
る
陳

情
書

▽
財
政
援
助
団
体
監
査

報
告
書

▽
随
時
監
査
実
施
報
告

書
▽
定
例
監
査
実
施
報
告

書
▽
土
地
信
託
に
係
る
監

査
報
告
書

▽
現
金
出
納
検
査
結
果

報
告
（
平
成
十
九
年

一
月
分
〜
四
月
分
）

【
町
長
報
告
】

▽
平
成
十
八
年
度
御
嵩

町
一
般
会
計
予
算
の

繰
越
し
の
報
告

▽
平
成
十
八
年
度
御
嵩

町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
の
繰
越
し
の

報
告

▽
御
嵩
町
土
地
開
発
公

社
の
経
営
状
況
に
関

す
る
報
告

▽
町
有
地
の
信
託
に
係

る
事
務
の
処
理
状
況

に
関
す
る
報
告

諸
般
の
報
告

補
正
予
算

要望に伴う今回補正予算 
　　　　　　　　　　　　（増築箇所斜線部分）　　　　　　　　　　　　（増築箇所斜線部分） 
 
福祉施設・子育て支援センターなどの平面図 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（顔戸地内）　　　　　　　　　　　　　　　　　（顔戸地内） 

要望に伴う今回補正予算 
　　　　　　　　　　　　（増築箇所斜線部分） 
 
福祉施設・子育て支援センターなどの平面図 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（顔戸地内） 
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そこが知りたい そこが知りたい 
一般 
質問 

一般質問と、施政方針に対する質問は６月14日に行われ、

９名の議員が活発な質問をしました

一 般 質 問
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般

質

問

問 問 問 問 

答 答 問 問 

問 問 問 問 

答 答 

問 問 問 問 

問 問 答 答 

答 答 

答 答 答 答 

答 答 答 答 

新
町
長
の
得
票
数

は
有
権
者
の
二
十

六
・
五
％
。
こ
の

感
想
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

民
主
主
義
で
は
最
高

得
票
者
が
当
選
と
み
な

さ
れ
る
。
今
後
の
四
年

間
に
で
き
る
だ
け
多
く

の
町
民
に
支
持
さ
れ
る

よ
う
努
力
す
る
。

今
回
の
町
長
選
に

柳
川
前
町
長
等
の

応
援
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
感
想
は
。

新
聞
報
道
で
は
、
町

長
当
選
の
原
動
力
は
柳

川
前
町
長
の
強
力
な
後

押
し
と
、
反
前
町
長
派

議
員
を
巻
き
込
ん
だ
こ

と
が
勝
利
の
要
因
と
報

じ
て
い
る
が
こ
の
感
想

は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

柳
川
前
町
長
は
、

「
後
継
指
名
は
し
な
い

が
、
こ
れ
と
思
う
候
補

者
で
あ
れ
ば
全
面
的
に

応
援
す
る
」
と
発
言
さ

れ
て
い
た
。
柳
川
前
町

長
は
私
が
こ
れ
に
該
当

し
て
応
援
さ
れ
た
と
、

解
釈
す
る
。
又
、
反
前

町
長
派
議
員
の
場
合
は

前
町
長
に
対
す
る
反
発

の
裏
側
の
、あ
る
種
の
、

信
頼
感
が
あ
り
、
私
を

応
援
さ
れ
た
と
思
う
。

こ
の
応
援
は「
勝
手
連
」

的
存
在
で
、
何
ら
約
束

ご
と
は
な
い
。

現
職
町
長
が
公
務

中
、
公
用
車
で
選

挙
応
援
す
る
こ
と

は
。【

渡
辺
　
町
長
】

町
長
は
特
別
職
で
あ

り
自
己
責
任
で
選
挙
応

援
す
る
こ
と
は
違
法
行

為
で
な
い
。
柳
川
前
町

長
の
公
用
車
使
用
は
警

備
上
の
問
題
と
考
え
る
。

公
用
車
廃
止
の
考

え
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

町
長
職
は
激
務
で
あ

り
自
ら
運
転
中
の
事
故

防
止
。
又
、
移
動
中
に

考
え
る
時
間
を
つ
く
る

意
味
か
ら
公
用
車
の
廃

止
は
考
え
て
い
な
い
。

水
道
料
金
値
下

げ
・
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
考
え
は
。

こ
の
二
件
は
私
が
本

年
三
月
定
例
会
で
質
問

し
た
。
町
長
選
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ

た
考
え
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

町
長
選
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
は
町
民
に
対
す
る

契
約
で
あ
る
の
で
水
道

料
金
値
下
げ
・
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
は
、

か
な
ら
ず
実
現
す
る
。

脱
柳
川
宣
言
に
つ

い
て

新
聞
報
道
で
は
当
選

直
後
柳
川
前
町
長
が

「
絶
対
い
ば
る
な
」
と

戒
め
の
言
葉
を
。
又
、

渡
辺
町
長
初
登
庁
日
に

「
柳
川
さ
ん
と
は
や
り

方
も
政
策
も
違
う
」
と

脱
柳
川
を
宣
言
と
報
じ

た
が
。【

渡
辺
　
町
長
】

新
聞
報
道
で
は
、
脱

柳
川
と
報
じ
て
い
る

が
、
私
は
柳
川
前
町
長

の
精
神
は
引
き
継
ぐ
が

政
策
を
継
承
す
る
も
の

で
は
な
い
。「
い
ば
る

な
」
の
報
道
に
つ
い
て

は
私
の
議
員
、
議
長
時

代
の
行
動
、
言
動
か
ら

判
断
さ
れ
た
い
。

地
区
出
張
所
・
公

民
館
業
務
の
改
革

に
つ
い
て

役
場
職
員
の
人
員
削

減
だ
け
が
改
革
で
な

く
、
出
張
所
の
状
況
を

把
握
し
た
適
切
な
改
革

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

【
渡
辺
　
町
長
】

役
場
職
員
の
百
五
十

人
体
制
に
は
こ
だ
わ
ら

な
い
。
改
革
時
の
ト
ラ

ブ
ル
を
想
定
し
、
想
像

力
を
発
揮
し
た
体
制
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

選
挙
活
動
に
対
す

る
提
案

選
挙
活
動
は
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
と
選
挙
広
報

の
み
と
し
街
宣
車
の
自

粛
は
。【

渡
辺
　
町
長
】

候
補
者
同
士
の
合
意

に
よ
る
。
選
挙
管
理
委

員
会
の
決
め
事
で
な
い
。

新
町
長
に
問
う

早川　文人
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般

質

問

問 問 

問 問 答 答 

答 答 

答 答 

無
水
道
地
区
解
消

へ
の
新
町
長
の
考

え
は

上
之
郷
地
区
の
七
自

治
体
、
百
三
十
数
戸
に

は
、
今
だ
に
上
水
道
が

敷
設
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ー
リ

ン
グ
や
井
戸
を
掘
っ
た

り
、
大
き
な
自
己
資
金

を
投
入
し
生
活
水
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

県
下
一
高
い
水
道
料

金
の
値
下
げ
を
町
長
は

表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
住
民
の
方
々
の

負
担
軽
減
は
大
事
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
優

先
す
べ
き
は
、
無
水
道

地
区
の
解
消
で
は
。
費

用
対
効
果
の
、
経
済
を

優
先
す
る
の
み
で
は
、

町
内
全
域
の
町
民
が
等

し
く
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
、
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
水
は
最
低
限

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
ま
す
。【

渡
辺
　
町
長
】

生
活
に
直
結
し
た
重

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

ひ
と
つ
が
未
整
備
と
い

う
問
題
は
、
出
来
る
だ

け
早
期
に
解
決
す
べ
き

重
要
課
題
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
地
域
間
格
差

は
政
治
責
任
と
も
思
っ

て
い
る
。
近
い
内
に
無

水
道
地
区
の
方
々
と
話

し
合
い
、
無
水
道
解
消

へ
方
策
を
探
っ
て
い
き

た
い
。光

通
信
と
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
今
後

の
取
組
み
は

こ
の
問
題
も
今
後
町

内
で
地
域
間
格
差
問
題

に
発
展
し
か
ね
な
い
。

両
事
業
と
も
民
間
の
事

業
者
の
事
業
で
あ
り
効

率
の
悪
い
地
区
は
未
整

備
に
な
る
可
能
性
が
大

で
あ
る
。
現
代
の
生
活

に
お
い
て
高
速
情
報
・

放
送
網
の
整
備
は
不
可

欠
と
い
っ
て
い
い
。
事

業
者
が
整
備
し
な
い
地

区
を
町
と
し
て
ど
う
カ

バ
ー
し
て
い
く
の
か
。

以
下
は
副
町
長
へ
の
質

問
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
へ
の
加
入
件
数
と

整
備
状
況
は
。
ま
た
、

今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。【

渡
辺
　
町
長
】

Ｉ
Ｔ
技
術
の
革
新
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

り
、
今
少
し
両
事
業
者

の
展
開
の
推
移
を
み
て

い
き
た
い
。
個
人
と
し

て
は
光
通
信
に
よ
る
放

送
も
可
能
と
想
像
し
て

い
る
し
、
十
一
年
問
題

も
含
め
難
視
聴
地
区
問

題
に
は
国
の
補
助
制
度

も
変
わ
っ
て
来
る
と
思

っ
て
い
る
。
こ
の
問
題

も
必
要
な
事
業
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

【
梅
田
　
副
町
長
】

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

方
は
昨
年
十
二
月
末
に

伏
見
地
区
に
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
。
五
月
末
で
加

入
者
は
三
百
八
十
八

件
。今
年
度
は
中
地
区
、

二
十
年
度
は
御
嵩
地

区
、
二
十
一
年
度
は
上

之
郷
地
区
の
予
定
。

光
通
信
の
方
は
五
月

末
で
千
三
百
件
の
加
入

者
で
す
。
七
月
よ
り
木

の
下
よ
り
上
之
郷
の
一

部
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
る
予
定
。
残
る
は
三

地
区
の
一
部
と
、
上
之

郷
を
中
心
と
し
た
十
二

地
区
と
な
り
ま
す
。

水
道
・
情
報
網
の
町
内
間
格
差
是
正
を
！

光通信説明会（上之郷公民館）

梅原　勇
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問 問 
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徹
底
的
に
無
駄
を

な
く
す

柳
川
町
政
三
期
十
二

年
の
後
を
引
き
継
ぎ
、

今
後
四
年
間
の
任
期
の

中
で
、
真
に
自
立
し
た

御
嵩
町
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
財
政
が
厳
し

く
、
自
治
体
間
の
格
差

が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
御
嵩
町

と
し
て
、
基
本
的
な
方

向
・
考
え
方
を
、
提
案

も
含
め
質
問
い
た
し
ま

す
。

①
「
備
品
」「
文
具
」
の

購
入
価
格
の
チ
ェ
ッ
ク

②
看
板
・
建
設
工
事
等

の
随
意
契
約
の
見
直
し

③
ガ
ソ
リ
ン
等
燃
料
価

格
の
見
直
し

④
各
種
補
助
金
の
検
証

⑤
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
徹

底⑥
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

の
あ
り
方
の
検
証

⑦
電
力
の
無
駄
を
省
く

た
め
に
も
、
職
員
各
自

の
机
に
蛍
光
灯
の
設
置

⑧
数
あ
る
審
議
会
・
検

討
委
員
会
等
の
見
直
し

⑨
職
員
の
駐
車
料
金
の

徴
収

⑩
補
助
金
の
洗
い
直
し

⑪
Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
の
見

解
は
如
何

⑫
第
四
次
総
合
計
画
の

中
で
、
将
来
人
口
減
と

な
っ
て
い
ま
す

現
状
を
客
観
的
に
見

れ
ば
人
口
減
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
活
力
あ
る

御
嵩
町
の
将
来
を
考
え

た
と
き
、
人
口
増
を
目

標
と
し
て
、
政
策
の
立

案
・
遂
行
を
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

以
上
、
私
の
意
見
も

含
め
質
問
い
た
し
ま
し

た
。
町
長
の
ご
見
解
を

伺
い
ま
す
。

【
渡
辺
　
町
長
】

四
月
に
就
任
以
来
、

職
員
と
の
対
話
の
中
で

風
通
し
の
良
い
環
境
が

出
来
つ
つ
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

闊
達
な
意
見
が
言
え

る
雰
囲
気
の
役
場
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

無
駄
を
省
く
こ
と
は

当
然
や
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ご
提
案
の
あ
り
ま
し

た
項
目
に
つ
い
て
は
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
検
証

し
、
適
切
な
対
応
を
い

た
し
ま
す
。

各
種
支
払
い
に
つ
い

て
は
、
出
費
時
に
会
計

で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

審
議
会
・
検
討
委
員

会
は
見
直
し
ま
す
。
人

口
問
題
は
貴
議
員
と
同

じ
思
い
で
す
。
人
口
増

の
た
め
の
政
策
を
遂
行

し
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
問
題
は
当
然
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問
題
点
は
情
報
公
開

を
原
則
に
、
信
頼
関
係

の
下
、
英
知
を
集
め
解

決
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

自
立
し
た
御
嵩
町
を
目
指
し
て

役場の職場風景

役場の職場風景

佐谷　時繁
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問 問 
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町
長
は
就
任
さ
れ

て
か
ら
各
種
委
員
会
・

臨
時
議
会
・
全
員
協
議

会
等
で
の
施
設
に
関
す

る
種
々
な
説
明
・
答
弁

な
ど
明
確
且
つ
理
路
整

然
と
し
て
好
感
が
も
て

ま
す
。

そ
こ
で
前
町
長
時
代

か
ら
一
年
余
教
育
長
不

在
の
期
間
も
あ
り
ま
し

た
が
、
教
育
に
対
す
る

理
念
に
つ
き
伺
え
る
と

有
り
難
い
と
思
い
ま

す
。

【
渡
辺
　
町
長
】

ひ
と
ま
ず
一
般
論
と

し
て
お
答
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
鍵
谷
議
員

の
質
問
の
説
明
部
分
の

中
に
も
有
り
ま
し
た
様

に
、
全
国
一
斉
小
中
学

校
テ
ス
ト
に
唯
一
不
参

加
だ
っ
た
犬
山
市
教
育

委
員
会
の
対
処
を
良
い

と
か
悪
い
と
か
言
う
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
新
首
長
（
市

長
）
は
「
統
一
テ
ス
ト

参
加
す
る
」
と
訴
え
て

当
選
さ
れ
た
の
で
す
か

ら
、
そ
の
点
は
重
く
み

る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と

考
え
ま
す
。

「
教
育
」
と
「
政
治
」

と
の
関
係
は
不
可
侵
で

あ
る
と
い
う
部
分
も
充

分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
犬
山
市
の
場
合
の

様
に
両
極
端
に
離
れ
て

し
ま
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
も
っ
と
両
者
が
理

解
す
る
場
を
も
つ
な

り
、
理
解
・
話
し
合
う

努
力
を
す
べ
き
で
あ
ろ

う
と
考
え
ま
す
。
簡
単

に
言
い
換
え
れ
ば
、
そ

こ
ま
で
両
者
の
理
念
が

異
な
っ
て
い
る
と
す
る

な
ら
ば
、
首
長
・
特
別

職
は
ひ
と
ま
ず
進
退
伺

い
を
出
す
な
り
、
辞
職

を
出
す
な
り
す
る
の
が

普
通
の
在
り
方
で
は
な

か
ろ
う
か
と
考
え
ま

す
。御

嵩
町
の
場
合
は
、

か
つ
て
私
と
梅
田
副
町

長
と
は
、
議
員
と
副
町

長
と
い
う
関
係
で
も
あ

り
私
の
考
え
を
充
分
理

解
し
て
頂
い
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
私
が
町
長

に
就
任
し
た
時
、
互
い

が
よ
く
解
り
合
え
て
い

た
た
め
、
信
頼
関
係
が

構
築
さ
れ
て
い
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
新

教
育
長
案
件
も
提
案
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
教

育
界
に
最
も
必
要
な
安

定
感
を
失
わ
な
い
教
育

の
町
を
目
指
し
ま
す
。

又
、
出
来
得
る
限
り
の

費
用
も
注
い
で
ゆ
く
つ

も
り
で
あ
り
ま
す
。

遊
具
の
点
検
は
‥

四
月
の
大
垣
市
の
遊

具
事
故
以
来
県
下
各
地

で
あ
わ
て
て
点
検
を
し

て
い
ま
す
。
大
垣
市
だ

け
で
も
、
幼
稚
園
・
小

学
校
で
各
種
七
十
六
基

が
撤
去
・
三
百
三
十
二

基
が
修
理
対
象
と
な
っ

た
。御

嵩
町
の
保
育
所
・

小
学
校
の
遊
具
①
総
数

は
‥
②
不
具
合
の
総
数

は
‥
③
撤
去
数
は
‥
④

要
修
理
数
は
‥
⑤
撤
去

し
た
物
が
あ
れ
ば
い
つ

新
設
す
る
の
か
。

使
用
中
止
や
撤
去
が

多
く
な
れ
ば
「
元
気
に

遊
び
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
日
頃
の
教
育
の
指
導

に
も
反
し
ま
す
。

善
処
を
望
み
ま
す
。

【
加
藤
　
参
事
】

【
纐
纈
　
参
事
】

保
育
所
屋
内
十
四
種

五
十
九
台
屋
外
十
六
種

五
十
二
基
。
十
八
年
度

及
び
十
九
年
度
当
初
、

保
守
点
検
完
了
で
異
常

な
し
。
小
学
校
総
数
七

十
一
基
、
十
八
年
度
十

九
年
六
月
一
日
現
在
撤

去
な
し
。

保
守
点
検
日
本
運
動

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

年
四
回
実
施
。

全
種
使
用
可
。

新
町
長
の
教
育
理
念
は
‥

伏見小学校遊具

鍵谷　一



－　－ みたけ議会だより（平成１９年８月１５日）9一

般

質

問

問 問 

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 

答 答 
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町
長
の
退
職
金
は

一
ヶ
月
の
歳
費
七
十
万

八
千
円
に
百
分
の
五
百

を
か
け
て
更
に
四
年
を

か
け
た
も
の
で
、
一
期

ご
と
に
一
千
万
円
以
上

受
け
取
る
わ
け
で
す

が
、
町
民
感
情
か
ら
す

れ
ば
多
す
ぎ
る
と
感
じ

る
が
、
減
額
す
る
考
え

は
な
い
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

ま
と
も
な
給
料
を
一

度
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
少
な
く
と
も
家
内

が
「
こ
れ
か
ら
の
経
済

状
態
の
中
で
、
我
が
家

の
お
金
の
使
い
道
を
考

え
な
け
れ
ば
や
っ
て
い

け
な
い
金
額
」
と
い
っ

て
い
る
。

額
面
ど
お
り
い
た
だ

く
わ
け
で
は
な
い
の
で

豊
か
な
生
活
を
で
き
る

状
態
で
は
な
い
と
い
う

金
額
で
あ
り
ま
す
。

議
員
も
町
長
も
本
来

片
手
間
で
や
る
も
の
で

は
な
い
。
私
は
仕
事
を

休
止
す
る
考
え
だ
。

私
が
町
長
を
や
め
る

と
き
に
は
議
員
も
町
長

の
歳
費
も
上
げ
て
や
め

る
。
軽
々
と
下
げ
る
と

は
い
え
な
い
。

金
額
に
見
合
っ
た
仕

事
を
し
て
い
く
、
そ
れ

し
か
答
弁
と
し
て
言
い

よ
う
が
な
い
。

【
竹
内
　
参
事
】

一
期
四
年
で
町
の
負

担
金
は
、
千
十
九
万
円

で
、
受
け
取
る
退
職
金

は
、
千
四
百
十
六
万
円

で
す
。

特
別
職
の
退
職
金

は
、
報
酬
額
に
よ
っ
て

決
ま
る
の
で
退
職
金
を

減
ら
す
に
は
、
報
酬
を

減
額
す
る
方
法
が
あ
る

が
、
他
と
比
べ
て
御
嵩

町
が
特
に
多
い
わ
け
で

は
な
い
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
に
つ
い
て

【
加
藤
　
参
事
】

現
在
、
中
山
道
み
た

け
館
で
絵
本
を
通
じ
て

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
図

る
た
め
毎
月
第
一
第
二

第
四
土
曜
日
に
「
わ
く

わ
く
た
い
む
」
を
実
施

し
て
い
る
の
で
参
加
し

て
ほ
し
い
。

町
営
住
宅
に
つ
い

て

①
町
営
住
宅
建
設
の
た

め
の
基
金
は
。

②
高
倉
住
宅
の
建
替
え

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

③
板
良
住
宅
の
今
後
は
。

④
上
之
郷
に
町
営
住
宅

の
計
画
が
あ
る
の
か
。

【
竹
内
　
参
事
】

①
現
在
、
町
営
住
宅
建

替
え
の
た
め
の
基
金

は
、一
億
八
百
万
円
で
す
。

②
建
替
え
計
画
は
あ
り

ま
す
が
、
現
在
の
入
居

者
の
同
意
や
処
遇
な
ど

の
問
題
で
ま
だ
ま
だ
準

備
期
間
が
必
要
な
の
で

計
画
を
繰
り
延
べ
て
二

十
三
年
度
以
降
と
し
ま

し
た
。

③
建
替
え
て
い
く
計
画

は
あ
り
ま
す
が
、高
倉
、

宿
、
板
良
の
順
と
な
り

ま
す
。

④「
流
入
人
口
の
増
加
」

「
流
出
人
口
の
減
少
」

の
た
め
の
施
策
と
し
て

上
之
郷
地
域
に
若
い
人

た
ち
が
入
居
で
き
る
マ

ン
シ
ョ
ン
型
の
住
宅
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

町
長
の
退
職
金
へ
の
見
解
を
問
う

わくわくたいむ

現在の板良住宅

大沢　まり子
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Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）

の
更
な
る
推
進
と

小
学
校
へ
の
設
置

に
つ
い
て

①
国
が
、
八
歳
児
未
満

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
認

め
た
事
を
受
け
、
小
学

校
へ
の
設
置
は
で
き
な

い
も
の
か
。

②
子
ど
も
用
電
極
パ
ッ

ト
の
追
加
設
置
の
考
え

は
。

③
設
置
場
所
に
目
立
つ

表
示
を
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
。

④
設
置
管
理
者
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

か
。

【
加
藤
　
参
事
】

①
今
後
、
財
政
と
の
協

議
を
し
た
い
。

②
現
在
、
導
入
し
て
い

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
八
歳
児

に
も
使
用
で
き
る
。
子

ど
も
用
電
極
パ
ッ
ト

は
、
一
回
の
使
用
で
廃

棄
す
る
消
耗
品
で
あ

り
、
一
万
円
程
の
高
額

な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

③
玄
関
ロ
ビ
ー
に
、
専

用
の
ボ
ッ
ク
ス
を
壁
に

備
え
付
け
る
方
法
を
設

置
し
、
目
立
つ
よ
う
に

表
示
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

④
適
正
な
使
用
に
つ
い

て
施
設
の
全
職
員
の
救

急
救
命
講
習
受
講
を
指

導
し
て
い
く
。

特
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
施
設
は
夜
間
の

無
人
体
制
の
利
用
者
に

対
し
て
、
今
後
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

五
歳
児
健
診
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に

つ
い
て

就
学
直
前
の
健
診
で

訓
練
を
強
い
ら
れ
る
精

神
的
負
担
を
取
り
除
く

た
め
、
三
歳
児
健
診
と

就
学
前
健
診
の
間
に
五

歳
児
健
診
を
求
む
。

【
纐
纈
　
参
事
】

診
療
に
は
、
臨
床
心

理
や
小
児
精
神
科
医
の

ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る

こ
と
に
な
り
、
非
常
に

難
し
い
。

女
性
消
防
団
員
に

つ
い
て

①
女
性
消
防
団
員
の
公

募
に
つ
い
て
。

②
現
状
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
。

③
公
募
の
ア
ピ
ー
ル
の

工
夫
に
力
を
入
れ
る
考

え
は
。【

竹
内
　
参
事
】

①
広
報
紙
や
防
災
無
線

で
男
女
問
わ
ず
募
集
し

て
い
る
が
、
応
募
は
な

い
。
男
性
団
員
の
確
保

も
苦
労
し
て
い
る
。

②
女
性
消
防
団
員
を
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
い

く
か
は
、
引
き
続
き
募

集
方
法
も
含
め
て
消
防

本
部
会
な
ど
で
協
議
し

て
い
き
た
い
。

③
今
後
、
消
防
活
動
の

Ｐ
Ｒ
や
団
員
確
保
等
の

協
力
な
ど
お
願
い
し
て

い
く
。

命
と
健
康
の
安
全
を
！

人命救助講習会（南山西自治会）

AED子ども用電極パット

下地　せつ子
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般

質

問

問 問 

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 

答 答 

町
長
は
町
長
選
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
一

般
家
庭
の
水
道
料
金
五

〜
十
％
を
平
成
二
十
年

よ
り
引
き
下
げ
る
と
公

約
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
〜
十
七

年
の
収
益
は
水
道
事
業

会
計
決
算
書
を
見
る
に

平
成
十
六
年
度
は
七
千

六
百
十
七
万
円
で
他
会

計
補
助
金
五
千
万
円
あ

り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
は
三

千
六
百
四
十
七
万
円
で

あ
り
他
会
計
か
ら
の
補

助
金
を
差
し
引
い
て
も

純
利
益
は
出
て
い
ま

す
。平

成
十
八
年
度
は
ま

だ
決
算
書
を
見
て
い
な

い
の
で
何
と
も
言
え
ま

せ
ん
が
純
利
益
は
あ
ま

り
な
い
か
と
想
定
さ
れ

ま
す
。

一
般
家
庭
の
水
道
使

用
量
は
全
体
の
七
十

二
％
と
比
率
で
断
然
多

く
値
下
げ
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

何
か
特
別
な
方
法
に

よ
り
値
下
げ
出
来
る
妙

案
が
あ
れ
ば
と
質
問
い

た
し
ま
す
。

【
渡
辺
　
町
長
】

水
道
事
業
は
企
業
会

計
な
の
で
複
式
簿
記
を

使
用
す
る
か
ら
複
雑
で

あ
り
、
正
常
な
記
帳
を

す
れ
ば
利
益
が
で
る
。

値
下
げ
に
は
短
期
的

に
、
一
般
会
計
か
ら
三

千
万
の
繰
入
れ
を
行
い

あ
て
る
。
中
・
長
期
的

に
は
、
谷
山
自
然
水
利

用
で
今
ま
で
の
使
用
量

よ
り
多
く
取
っ
た
り
、

ま
た
、
上
恵
土
で
伏
流

水
の
取
り
入
れ
を
考
え

て
い
る
。

伏
流
水
は
そ
の
ま

ま
使
用
は
で
き
な
い
。

浄
化
（
ろ
過
）
装
置
を

作
り
厚
生
労
働
省
の
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
大
変
許
可

が
難
し
い
と
聞
き
ま
す

が
投
資
を
し
て
採
算
が

合
う
か
。【

渡
辺
　
町
長
】

長
期
的
に
見
れ
ば
採

算
は
合
う
と
思
う
。

山
林
境
界
の
知
識

者
の
育
成
つ
い
て

御
嵩
町
に
は
町
有
林

が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
町
有
林
と
私
有

林
の
境
界
が
わ
か
る
人

が
少
な
い
。
里
山
保
全

係
や
町
職
員
の
中
で
も

二
〜
三
名
し
か
、
境
界

を
正
し
く
知
っ
て
お
ら

れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
人
達
が
交
代
に
な

る
と
境
界
の
位
置
が
心

配
に
な
り
ま
す
。
現
在

は
山
林
に
境
界
杭
が
あ

れ
ば
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
い
う
機

械
に
よ
り
、
ど
こ
に
何

番
の
杭
が
あ
る
こ
と
は

わ
か
る
よ
う
で
す
が
、

山
に
入
り
そ
の
杭
を
見

つ
け
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

里
山
保
全
係
も
順
次

交
替
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

是
非
全
員
の
方
が
境

界
を
知
り
、
ま
た
、
新

し
い
人
も
境
界
を
知
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
山
林
境
界

を
知
る
知
識
者
を
育
成

す
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

【
渡
辺
　
町
長
】

山
の
境
界
だ
け
で
な

く
他
の
こ
と
で
も
知
ら

な
い
事
が
多
く
あ
る
。

必
要
な
時
は
、
ど
ん
ど

ん
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

ほ
し
い
。

一
般
家
庭
水
道
料
金
値
下
げ
公
約

赤坂の浄水場

安藤　幸雄
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般

質

問

問 問 

問 問 

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 

答 答 答 答 

産
廃
問
題
の
町
長

の
見
解
は

①
柳
川
前
町
長
は
退
任

直
前
の
行
政
報
告
会

で
、
産
廃
問
題
の
今
後

は
、
業
者
の
申
請
取
り

下
げ
か
、
県
の
申
請
拒

否
処
分
の
い
ず
れ
で
あ

ろ
う
と
い
う
説
明
で
し

た
。
町
長
の
考
え
は
。

②
町
長
発
言
の
「
三
法

一
両
損
」
の
意
味
は
。

③
産
廃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
議
論
の
内
容

を
公
開
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
そ
の
チ
ー
ム
に

住
民
を
加
え
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

①
取
り
下
げ
は
業
者
が

決
め
る
こ
と
。
拒
否
は

県
が
決
め
る
こ
と
。

②
業
者
は
資
金
の
回
収

を
考
え
る
で
あ
ろ
う
。

す
べ
て
想
定
の
範
囲
内

に
す
る
。
業
者
の
話
を

す
べ
て
の
む
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
行
政
と
し
て
の
対

応
を
考
え
て
い
く
も

の
。
当
面
は
自
分
た
ち

だ
け
で
や
り
た
い
と
の

若
手
職
員
の
希
望
で
あ

る
。
住
民
を
加
え
る
種

類
の
も
の
で
は
な
い
。

「
頑
張
る
地
方
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
つ
い
て

①
「
頑
張
る
地
方
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
、
御

嵩
町
は
工
業
団
地
企
業

誘
致
と
し
て
応
募
し
て

い
る
こ
と
が
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
単
に
行

政
内
部
の
取
り
組
み
、

ま
た
は
成
果
目
標
に
と

ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
参

画
な
ど
に
よ
り
広
く
地

方
の
知
恵
と
工
夫
を
こ

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
も
の
で
す
。

当
町
の
応
募
の
目
的

と
具
体
的
内
容
は
。

②
ま
た
、
他
の
市
町
村

で
は
、地
場
産
品
発
掘
、

定
住
促
進
、観
光
振
興
、

ま
ち
な
か
再
生
な
ど
一

つ
の
市
町
で
い
く
つ
か

応
募
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
で

す
か
ら
、
当
町
で
も
他

の
課
題
で
取
り
組
め
ま

せ
ん
か
。【

竹
内
　
参
事
】

①
今
回
申
請
し
て
い
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
工

場
設
置
奨
励
金
と
雇
用

促
進
奨
励
金
な
ど
平
成

十
九
年
度
か
ら
二
十
三

年
度
ま
で
総
事
業
費
八

億
七
千
万
円
、
十
九
年

度
で
、
二
億
五
千
万
円

の
事
業
で
申
請
し
て
い

ま
す
。

②
今
後
、
御
嶽
宿
再
生

や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な
ど
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
き

た
い
。地

域
格
差
の
解
消

の
た
め
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
つ
い

て
行
政
の
対
応
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

つ
い
て
は
御
嵩
、
上
之

郷
地
内
の
家
屋
ま
ば
ら

地
区
は
別
途
協
議
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
町
は
公
金

を
投
ず
る
考
え
の
よ
う

で
す
が
、
二
〇
一
一
年

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
波
放

送
を
考
え
る
と
、
行
政

と
し
て
は
も
う
ケ
ー
ブ

ル
し
か
な
い
と
の
決
断

の
下
、
積
極
的
な
施
策

を
進
め
て
い
く
時
が
き

て
い
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
住
民
の
主
体

的
活
動
に
行
政
と
し
て

協
力
で
き
ま
す
か
。

【
梅
田
　
副
町
長
】

総
務
省
は
現
在
ア
ナ

ロ
グ
放
送
を
見
て
い
る

方
に
は
何
ら
か
の
方
法

で
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

と
の
こ
と
で
す
。
ケ
ー

ブ
ル
は
今
の
時
点
で
決

め
る
の
は
時
期
尚
早
で

す
。
現
在
、
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
①
中
継
局
を

整
備
②
地
域
イ
ン
ト
ラ

等
を
利
用
③
民
間
事
業

者
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
・
ケ
ー

ブ
ル
・
共
聴
組
合
で
対

応
等
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

土
日
、
夜
間
議
会

を
開
催
で
き
ま
せ

ん
か【

渡
辺
　
町
長
】

開
か
れ
た
議
会
が
望

ま
し
い
。
で
き
る
限
り

土
日
・
夜
間
議
会
を
開

き
た
い
と
い
う
希
望
を

持
っ
て
い
る
。

地
域
格
差
是
正
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

敷
設
に
行
政
の
早
い
対
応
を

岡本　隆子
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般

質

問

問 問 

問 問 

答 答 

答 答 

町
債
・
財
政
調
整

基
金
・
町
自
主
財

源
の
中
長
期
的
に

見
た
展
望

町
債
、
一
般
会
計
約

五
十
一
億
円
、
特
別
会

計
約
七
十
億
円
、
計
百

三
十
一
億
円
程
の
借
金

が
あ
り
、
町
民
一
人
に

直
す
と
約
六
十
五
万
円

程
の
借
金
を
し
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
は
本

年
度
末
残
高
、
四
億
円

と
な
る
が
自
主
財
源
に

関
す
る
不
安
と
、
そ
の

対
応
措
置
は
あ
る
の
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

議
員
ご
承
知
の
通
り

非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
グ
リ
ー
ン
テ

ク
ノ
誘
致
奨
励
金
等
法

人
税
の
延
び
も
平
成
二

十
二
年
以
降
解
消
さ
れ

少
し
上
向
き
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
自
主
財
源

の
確
保
に
は
町
全
体
計

画
の
事
業
の
推
進
と
平

行
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
努

力
し
ま
す
。

水
道
料
金
値
下
げ

の
財
源
措
置
と
企

業
会
計
の
あ
り
方

水
道
料
金
の
値
下
げ

げ
に
対
す
る
財
源
措
置

は
…
…

水
道
料
金
等
は
企
業

会
計
が
原
則
で
あ
り
受

益
者
に
そ
の
多
く
の
負

担
割
合
が
課
せ
ら
れ
る

も
の
で
す
。
無
水
源
地

域
開
発
に
は
十
億
円
以

上
の
資
金
投
下
が
必
要

と
発
言
さ
れ
て
お
り
、

一
方
で
は
水
道
料
金
を

十
％
値
下
げ
と
い
っ
て

お
ら
れ
、
矛
盾
が
あ
る

の
で
は
な
い
の
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

無
水
源
開
発
に
つ
い

て
は
近
隣
利
用
者
の
自

治
会
と
再
度
協
議
を
行

い
推
進
し
た
い
。

ま
た
、
企
業
会
計
の

原
則
か
ら
水
道
の
一
般

利
用
者
に
も
十
分
な
説

明
を
し
、
理
解
を
得
た

時
点
で
推
進
し
た
い
。

今
後
、
多
く
の
難
問

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
に
つ
い
て

御嵩町上水道全体管網図 

未普及地 

御嵩町役場 

赤坂浄水場 

グリーンテクノみたけ工業団地

御嵩町上水道の状況

鈴木　元八
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①住所　②生年月日　③電話番号　④職業　⑤趣味

①御嵩1347番地
②昭和25年１月２日
③67－0046
④総合教育業
⑤旅行・スポーツ観戦・歴
史散策

「行政は住民のものである」が私のスタン
スです。町長はもちろん、役場職員も議員
も住民の願いや意見を聞き入れるのが肝要
です。
町民の皆さんの願いや意見を行政に反映
するのが、私の責務であると心得ています。

「行政は住民のものである」

伊
い

崎
さき

公介
こうすけ

（初）

①中2223番地1
②昭和19年10月１日
③67－2004
④無職
⑤スポーツ

課題多き町政であると思いますが、行政
府、町民の皆様の声によく耳を傾け、町民
のためにを唯一の立脚点とし、是は是、非
は非のスタンス、新人ならではの大胆な発
想で今後の議員活動に当たりたいと思いま
す。
なにとぞよろしくお願いいたします。

私の思い

安藤
あんどう

博通
ひろみち

（初）

７月22日予定の御嵩町議会議員選挙が、昭和30年の合併以来、

初の無投票となり新たな12名の議員が決定しました。

７月26日から４年の任期です。

各議員の意気込みを抱負として掲載しましたのでご覧下さい。

〈議席順〉
私私私私のののの抱抱抱抱負負負負



①伏見751番地3
②昭和13年１月31日
③67－3888
④無職
⑤軽スポーツ・読書

「くらしを守り」は、生活する上で身近な
問題、例えば水道料金値下げ、子どもの医
療費無料化等。
「住みよい町づくり」は旧名鉄八百津線跡
地整備、伏見グランド駐車場確保、伏見宿
面影再生整備事業の更なる発展、高層ビル
等建設に関わる事前協議義務付けの条例制
定等の問題について努力いたします。

早川
はやかわ

文
ふみ

人
と

（2）

①上之郷7066番地
②昭和16年１月２日
③67－1575
④農林業
⑤読書・スポーツ

地域の声に耳を傾け、地域格差の是正を
最重要課題とし、話し合いを通じ暮らし再
生に努め、この町に住んでいてよかった。
これからも住み続けたいと言う誇りを持っ
て生活出来る街づくりに努め、町民の皆さ
んが心豊かに安心・安全で快適な生活の確
保が出来る環境づくりを図る。

格差の無い街づくり

植松
うえまつ

康祐
やすすけ

（3）

①中2678番地7
②昭和30年10月１日
③67－3868
④無職
⑤卓球・大正琴

私は、一貫して「ひとりの人の声に耳を
傾けられる議員でありたい」との思いで、
議員活動に邁進してまいりました。
今後も、子育て支援、少子化対策の推進、
高齢者施策の充実と共に、誰もが安心して
暮らせる街づくりに、全力で取り組んでま
いります。

「常に生活者の目線で…」

大沢
おおさわ

まり子
こ

（3）

①中2149番地9
②昭和29年６月28日
③67－0764
④学習塾講師
⑤パンつくり・バードウォ
ッチング・マンドリン

この町に生まれ、育ち、そして３人の子
育てをしてきました。
私は、この町が大好きです。もっと自慢
したくなるような、わくわくする御嵩にし
ていきましょう。
議員生活も３期目となりました。初心を
忘れず頑張りますので、よろしくお願いし
ます。

主役は町民

岡本
おかもと

隆
たか

子
こ

（3）

－　－ みたけ議会だより（平成１９年８月１５日）15



①顔戸798番地1
②昭和22年11月27日
③67－0234
④会社員
⑤釣り

これからの時代を見据えた中で、大所高
所からの判断をしていきたい。
限られた財源の中で、町民の生活環境が
より改善されるよう努めます。

よりよい生活環境を！！

亀
かめ

井
い

千
ち

歳
とせ

（3）

①御嵩1822番地487
②昭和21年９月14日
③67－5044
④新聞配達員
⑤読書・スポーツ

今回の議会議員選挙は、昭和30年の合併
以来初めて無投票になりました。本来選挙
は有るべきだと思いますが、結果は尊重し
なければなりません。３期目に当たり、初
心を忘れず、「安心と信頼」「住みたい町
住み続けたい町」の実現のため、誠心誠意
頑張る所存です。

初心を忘れず

佐
さ

谷
たに

時
とき

繁
しげ

（3）

①謡坂5285番地
②昭和21年９月８日
③67－4540
④陶芸家
⑤芸術・古美術鑑賞、
読書、スポーツ

残念ながら無投票となりましたが、多く
のご支援ありがとうございました。我々住
民は、町政策の必要性をよく吟味し、何を
選択するかの決断がより必要となってきま
した。町にとって真の公共の利益につなが
ることに議会人として全力を注ぎます。

住んでいて誇りがもてる「まち」づくり

梅原
うめはら

勇
いさむ

（3）

①中998番地3
②昭和20年10月17日
③67－0680
④会社役員
⑤野球・読書、ゴルフ

豊かで安定した活力ある町づくりを目指
し低迷する町の活性化を図り、町の一層の
発展に資するために努力をいたします。
「人に優しさを」「町に潤いを」をモット
ーに議会人として地域住民に対し責任ある
対応を心掛けて参ります。
今後ともよろしくお願いします。

谷口
たにぐち

鈴
すず

男
お

（4）
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①御嵩1007番地5
②昭和21年12月23日
③67－2660
④会社員
⑤スポーツ

①主人公は町民である。環境、福祉、教育、
行財政の正しい推進に努力します。
②地方の時代を充実させ、町予算の収支に
不正のないようにします。
③町の住環境の面的整備をします。
町議会選挙が無投票で終わり残念でした。
私は町民の負託に答えるべき評価がいただ
きたかった。

明日の御嵩町を見つめて発想の転換と実行

鈴
すず

木
き

元八
げんぱち

（4）

①上恵土645番地3
②昭和９年５月18日
③67－1535
④日本共産党員
⑤歴史探訪

これからの４年間は、みなさんの願いで
ある暮らしと福祉をまもるために、力をつ
くします。その流れに逆らって憲法の改定、
消費税の増税が狙われています。
それだけに、私の議席の重みを、自覚し
て職責を果たす決意です。

住民こそ主人公

木下
きのした

四
し

郎
ろう

（6）

議
長
あ
い
さ
つ

梅

原

　

勇

こ
の
度
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
の
重
責
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私
に
は
、
大
変
な
責
務
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
議
会

運
営
に
誠
心
誠
意
、
努
力
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
す
。

御
嵩
町
の
た
め
に
今
、
何
を
ど
う
選
択
し
て
い
く
こ
と
が

良
い
の
か
、
議
会
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
が
、
町
民

の
皆
様
に
安
心
感
を
持
っ
て
頂
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
町
議
選
は
、
残
念
な
が
ら
無
投
票
と
な
り
ま
し
た

が
、
我
々
議
員
は
更
に
議
員
活
動
に
邁
進
す
る
こ
と
が
、
町

民
の
付
託
に
お
答
え
す
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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町議会のやくわりは？ 町議会のやくわりは？ 町議会のやくわりは？ 町議会のやくわりは？ 

◎議決機関と執行機関 
町議会は議決機関として、町政を進めるうえで大切なことが
らを話し合い、決めていくところです。 
そして、町長をはじめとする執行機関は、町議会の決定にそ
って実際に仕事を進めていきます。 

町民 

議会 町長 

私たちの意見や希望を 
　かなえてくれる人を選挙で 
　　選びます。 

町の仕事の内容や、お金の使い方 
　について提案します。 

町の仕事の内容や、お金の使い方 
　について提案します。 

町民のくらしを 
よくする仕事を 
します。 
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平平平平成成成成11119999年年年年第第第第１１１１回回回回臨臨臨臨時時時時会会会会
第１回臨時会は５月23日に開かれ、岐阜県後期高齢者医療広域連
合議会議員の選挙、平成18年度一般会計・老人保健特別会計補正予
算など、専決処分の承認４件、条例案件１件、計５件が審議され、す
べて原案どおり可決しました。

人
　
事
　
案
　
件

▽
御
嵩
町
常
勤
の
特
別

職
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
並
び
に
御

嵩
町
議
会
議
員
の
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

[

賛
成
全
員
で
可
決]

特
別
職
職
員
・
議
会

議
員
の
期
末
手
当
を
基

準
日
以
内
に
任
期
満
了

な
ど
で
任
期
が
終
了
し

た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

期
間
に
合
わ
せ
た
期
末

手
当
の
支
給
を
す
る
も

の
で
す
。

▽
平
成
十
八
年
度
御
嵩

町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
五
号
）

[

賛
成
全
員
で
承
認]

こ
の
補
正
予
算
は
、

三
月
末
に
交
付
金
と
町

債
が
確
定
し
た
こ
と

と
、
繰
越
明
許
費
、
債

務
負
担
行
為
の
補
正
に

よ
り
、
三
月
三
十
一
日

付
で
専
決
処
分
を
行
い

ま
し
た
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
四
千
二

百
三
十
一
万
八
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
五
十
七
億
四
千
二
百

九
万
九
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

▽
平
成
十
八
年
度
御
嵩

町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
六
号
）

[

賛
成
全
員
で
承
認]

こ
の
補
正
予
算
は
、

一
般
会
計
の
予
備
費
か

ら
老
人
保
健
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
、
四
百
七

十
二
万
九
千
円
を
補
正

す
る
も
の
で
す
。

▽
平
成
十
七
年
度
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）

[

賛
成
全
員
で
承
認]

こ
の
補
正
予
算
は
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
八
年
度
決
算
に
よ

る
繰
越
金
見
込
に
よ
る

額
及
び
支
払
基
金
・
国

庫
補
助
金
の
過
年
度
精

算
に
よ
る
補
正
で
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
度
の
医
療

費
の
支
給
に
伴
う
支
払

基
金
・
交
付
金
等
の
精

算
に
よ
る
返
還
金
の
補

正
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
四
百
七

十
二
万
九
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
八

億
三
千
四
百
四
万
九
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

▽
御
嵩
町
町
税
条
例
の

一
部
改
正

[

賛
成
全
員
で
承
認]

今
回
の
税
制
改
正
に

お
い
て
、
国
際
課
税
、

信
託
税
制
、
住
宅
・
土

地
税
制
な
ど
地
方
税
法

の
改
正
に
伴
い
、
御
嵩

町
町
税
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▽
岐
阜
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会

議
員
の
選
挙

岐
阜
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議

員
に
指
名
推
薦
で
町
長

の
渡
辺
公
夫
氏
が
全
員

一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
長
報
告
】

▽
議
員
の
辞
職
許
可

（
三
名
）

専
決
処
分
の
承
認

そ
の
他

諸
般
の
報
告
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▽
議
長
・
副
議
長

議
　
長
　
梅
原
　
勇

副
議
長
　
亀
井
　
千
歳

▽
総
務
建
設
産
業
常
任

委
員
会

委
員
長
　
鈴
木
　
元
八

副
委
員
長

植
松
　
康
祐

委
　
員
　
谷
口
　
鈴
男

〃
　
　
大
沢
ま
り
子

〃
　
　
早
川
　
文
人

〃
　
　
安
藤
　
博
通

▽
民
生
文
教
常
任
委
員

会委
員
長
　
岡
本
　
隆
子

副
委
員
長

佐
谷
　
時
繁

委
　
員
　
木
下
　
四
郎

〃
　
　
梅
原
　
勇

〃
　
　
亀
井
　
千
歳

〃
　
　
伊
崎
　
公
介

▽
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
早
川
　
文
人

副
委
員
長

木
下
　
四
郎

委
　
員
　
谷
口
　
鈴
男

〃
　
　
鈴
木
　
元
八

〃
　
　
岡
本
　
隆
子

▽
議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
木
下
　
四
郎

副
委
員
長

安
藤
　
博
通

委
　
員
　
伊
崎
　
公
介

▽
御
嵩
町
監
査
委
員

（
議
選
）

委
　
員
　
大
沢
ま
り
子

▽
共
和
中
学
校
組
合
議

会
議
員

梅
原
　
勇

亀
井
　
千
歳

木
下
　
四
郎

岡
本
　
隆
子

早
川
　
文
人

▽
可
児
川
防
災
等
た
め

池
組
合
議
会
議
員

梅
原
　
勇

亀
井
　
千
歳

▽
可
茂
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員

梅
原
　
勇

議場の風景

第2回

臨時会
議長

梅原　勇
副議長

亀井千歳

常任委員会委員、議会報編集委員の選任
第２回臨時会は８月１日に開かれ、議長に梅原　勇　氏（60歳）が、副議長
に亀井千歳　氏（59歳）が選任されました。また、常任委員会委員や議会運営
委員会委員、議会報編集委員会委員、監査委員等それぞれ選任されました。


